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＜7級＞
一　【正解／②】

近
きん

所
じょ

の年が上の人と話
はな

すときには、②の「行
い

きます」のように、ていねいに言
い

うひつようが
あります。
二　【正解／②】

店
みせ

の人など、年が上の人にものをたずねるときには、②の「何
なん

ですか」のように、ていねい
に言うひつようがあります。
＜６級＞
一　【正解／②】

先生が本をすすめて「くれた」ことを、尊
そん

敬
けい

語
ご

「くださる」を使って言っている、②「くだ
さった」が適

てき

切
せつ

です。
二　【正解／③】

コーチに泳ぎ方を教えて「もらう」ことが、自分にとってありがたいことだということを、
謙
けん

譲
じょう

語
ご

「いただく」を使って言っている、③「いただけ（ませんか）」が適切です。
＜５級＞
一　【正解／②】

言ったのは目上であるおじさんなので、「言う」の尊
そん

敬
けい

語
ご

である、②「おっしゃる」を使うの
が適切です。
二　【正解／③】

話を聞いたのは市役所の方からなので、「聞く」の謙
けん

譲
じょう

語
ご

である、③「うかがう」を使って、
「うかがった」とするのが適切です。
三　【正解／①】

エジプトに行ったのは先生なので、「行く」の尊敬語である、①「いらっしゃる」を使って、
「いらっしゃった」とするのが適切です。
＜４級＞
一　【正解／③】

目上である年上のいとこが「連
れん

絡
らく

してくれる」ことを、「ご～くださる」という尊敬表現の
形を使って言っている、③「ご連絡（ください）」が適切です。①「ご連絡いたして」は、「ご
～いたす」という謙

けん

譲
じょう

表現の形を使っているので不適切です。②「ご連絡になられて」は、
「ご～になる」という尊敬表現の形に、さらに尊敬の助動詞「れる」を付けた過

か

剰
じょう

敬語で不
適切です。
二　【正解／①】

目上である伯
お

父
じ

が「知った」ことを、「お～になる」という尊敬表現の形を使って言ってい
る、①「お知りになった」が適切です。②「お知りになられた」は、「お知りになる」にさら
に尊敬の助動詞「れる」を付けた過剰敬語で不適切です。③「お知りした」は、「お～する」
という謙譲表現の形を使っているので不適切です。

挑戦！　にほごんの日本語検定　解答・解説 

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答
① A　② C

本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。

本誌への投稿や関連情報の提供を随時受けつけています。
お名前とご連絡先を明記のうえ、「月刊『海外子女教育』編集部」宛てとして、E-mail、

FAX、郵便のいずれかでお送りください。

◎海外・帰国子女教育、国際教育関連の論文やエッセイ、研究レポート

◎海外・帰国子女教育、国際教育関係の研究発表会などの催しのご案内
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※掲載作品に関する著作権は本財団に帰属することとします。
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※お知らせいただいた個人情報は、作品掲載以外の目的では利用しません。
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�鮮魚売り場に殻付きの大きなホヤ
があと一つ。店主の「お嬢さん、ホヤ、
どや？」の「お嬢さん」に乗せられ、
さばき方を教えてもらっているとそ
の間に売れてしまった。カゴに入れ
ておかなかった私、あほや……。（松）
�今回の特集１では都内しか取材で
きなかったが、下調べの段階では全
国に視野を広げていた。かつて取材
した地域や学校の名前がちらほら出
てくる。いつか再訪してそれぞれの
現状を報告したい。　　　　　（淳）
�古文書が断捨離ブームで「場所ふ
さぎの不用品」とされるのを危惧す
る文章に頷いた。机の回りを埋める
海外子女教育関連の資料の山。「こ
の5年間で使ったことあります？」「い
や……でも捨てられないんです」（然）
�緊急事態宣言下で辛かったことの
一つは、多くの美術館が休館したこと。
ネットや画集での鑑賞も悪くはない。だ
が半月も実物に触れないと物足りなくな
るのは気のせい？生活様式が新しくな
っても習性はなかなか改まらない。（島）

8月号「特集」の予定は…
●異文化での子育てで大切なこと
　（教育相談員座談会）
●身体のふしぎを工作で体験
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